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研究成果の概要：本研究は、縄文時代の出土品に塗布された水銀朱の流通や当時の交流網を探るため、水銀朱に
含まれる硫黄の同位体比分析を実施し、供給元である辰砂鉱山を推定した。本来、分析には多量の試料が必要
で、これまで器面にわずかに残る水銀朱の硫黄同位体比分析は困難であったが、近年開発された極微量の試料で
実施可能な分析手法を援用し、列島西部日本海側の各遺跡から出土した様々な出土品に付着する水銀朱の硫黄同
位体比分析に成功した。
　分析の結果、既存の分析で明らかになっていた北海道産の水銀朱のほかに、日本列島南部を横断する中央構造
線沿いの鉱山由来の水銀朱などが確認でき、当時の交流網は予想以上に発達していたことが判明した。

研究分野：縄文時代を対象に、人やモノの移動を示す出土品の分析から当時の地域間交流の実態に迫る研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は、極微量の試料で実施可能になった最新の硫黄同位体比分析の手法により、これまで分析困難
であった出土品を対象に幅広く分析が実施でき、分析データの蓄積が大幅に進んだ点、そして幅広い資料の硫黄
同位体比分析でそれまで不明瞭であった水銀朱の流通と縄文時代の交流網が実証的に把握できた点に学術的な意
義が見いだせる。
　また水銀朱の原料である辰砂の鉱山がない列島西部日本海側において、様々な鉱山由来の水銀朱が流通したこ
とが明らかになり、縄文時代の壮大な交流を社会教育などの場面で具体的に説明可能になったことに社会的意義
が認められる。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
 縄文時代に赤色顔料として使用された水銀朱は、原料と
なる辰砂が採掘できる鉱山（図１）が限られ、当時の縄文
社会において稀少な存在であった。特に辰砂鉱山が存在し
ない列島西部日本海側においては、水銀朱の社会的な価値
が高かったことは想像に難くない。 
本研究の目的は、列島西部日本海側の縄文時代遺跡に注
目し、出土した遺物に付着する水銀朱を対象に極微量で分
析が可能になった分析法で幅広い資料を対象に硫黄同位
体比分析を行い、水銀朱消費地としての列島西部日本海側
の水銀朱流通の様相や縄文時代の交流網を検討すること
である。 
 
 
２．研究成果 
(1)分析方法 
 硫黄同位体比分析は、水銀朱の構成成分である硫黄の同位体比を測定する方法である。硫黄に
おける安定同位体の 32S、33S、34S、36S のうち 32S と 34S の割合を算出し、標準物質のキャニオン・
ディアブロ隕石の硫化鉄に含まれる 32S と 34S の割合と比較することで、δ34S（‰）として表さ
れる。従来の硫黄同位体比分析は 10 ㎎程度の試料が必要であり、遺物表面に残る僅かな水銀朱
に対しては分析のハードルが高かった。 
しかし近年、試料からの二酸化硫黄ガスを高感度化する装置により、従来と比べて 1,000 分の
１程度（約 10㎍）の「目に見える一粒」で測定可能な技術が開発された。この方法を援用し、
縄文時代後期中葉の集落跡である京田遺跡（出雲市）出土の異形土器などに付着した水銀朱を
2018 年度に分析した結果、北海道産の可能性が判明しており、極微量の試料で硫黄同位体比分
析の産地推定の有効性が実証された。 
 
 (2)分析対象 
 今回の研究では、京田遺跡の実
践例を受けて分析の対象範囲を広
げ、中国地方日本海側に展開する
縄文時代後・晩期の遺跡から出土
した遺物付着の水銀朱を分析対象
とした（図２）。硫黄同位体比分析
を実施した遺跡は、鳥取県西部の
井出胯遺跡（米子市）、島根県東部
の万場Ⅰ遺跡（雲南市）、京田遺跡、
五明田遺跡（飯南町）、島根県西部
の古屋敷遺跡（大田市）、キタバタ
ケ遺跡（川本町）、そして大蔭遺跡
（津和野町）である。 
 
(3)分析結果 
 これらの対象資料から水銀朱を極微量採取して実施した硫黄同位体比分析の結果を図３に示
した。この分析結果から、各分析値は概ね A～D の４つのグループ（A：+10‰付近、B：±0.0‰
付近、C：-3.5‰付近、D：-10.0‰付近）に分類できる。 
次に A～D グループの分析値と日本の主な辰砂鉱山の分析値を比較検討する。先史時代の辰砂
鉱山は、水銀朱を精製した遺跡や水銀朱付着遺物が多量に出土する遺跡周辺の鉱山、多くの鉱山
が集中して辰砂鉱石を豊富に埋蔵し、地上付近で鉱石が見つかる鉱山などが採取対象になった
と推測され、過去の分析結果などから三重県丹生鉱山（-8.96±1.84‰）、奈良県大和水銀鉱山（-
3.34±1.76‰）、徳島県水井鉱山（-3.01±2.7‰）などの日本列島南部を横断する中央構造線付
近の鉱山などが想定された。 
こうした前提を踏まえて検討すると、-3.5‰付近の C グループは奈良県大和水銀鉱山や徳島
県水井鉱山、-10.0‰付近の D グループは三重県丹生鉱山が産地推定の候補に挙げられる。2018
年度に分析した京田遺跡の A グループの試料は、中央構造線付近の各鉱山のδ値とは異なり大
きくプラスのδ値を示すことから、北海道西南部の鉱山の可能性があった。一方、±0.0‰付近
を示す B グループは、これまでの分析結果から奈良県や高知県などの中央構造線付近の鉱山の
ほか、北海道北部の鉱山で類似した分析値が散見されるが、未知の鉱山に由来する可能性もあり、
さらなる分析の蓄積と検討が必要である。 

図１ 日本列島の主な辰砂鉱山 

図２ 列島西部日本海側の分析対象遺跡の位置 



(4)水銀朱の流通網の考察 
列島西部の日本海側の各
遺跡で測定した試料の分析
値の空間分布を俯瞰すると、
各グループの大まかな分布
傾向が読み取れた。対象資料
の東端にある鳥取県西部の
井出胯遺跡では、D・Cグルー
プの分析値が確認されてい
るが、井出胯遺跡から西側に
位置する島根県東部の万場
Ⅰ遺跡では、C グループがま
とまる。出雲平野の西南部に
所在する京田遺跡は、異形土
器を中心にAグループが存在
するものの、その他の分析試
料の分析値はBグループの範
疇に収まる。また出雲平野に
注ぐ神戸川の中流域にある
五明田遺跡では、C グループ
のほかBグループの分析値が
認められた。島根県西部に目
を向けると、東側の古屋敷遺
跡にはCグループも存在する
が、B グループが目立つ。そ
の付近のキタバタケ遺跡や、
さらに西に進んだ位置にあ
る大蔭遺跡は、B グループの
分析値を示している。 
 このように列島西部日本
海側の東から西に向かうに
つれて、D グループから C グ
ループ、そして Bグループと
主体となる分析値が空間的に変遷する傾向が読み取れ、縄文時代後半期の列島西部日本海側に
おける水銀朱の流通網の一端を示している可能性が高い。今後はさらに分析事例を増やして分
布傾向の精度を高める必要があろう。 
 
(5)比較試料分析の実施 
また列島西部全体の様相に迫るため、今後の分析・研究展望として瀬戸内海側の遺跡を対象に
硫黄同位体比分析を行い、その成果との比較検討を行った。具体的には、岡山県の津島岡大遺跡
（岡山市北区）および兵庫県の長田神社境内遺跡（神戸市長田区）、雲井遺跡（神戸市中央区）、
宇治川南遺跡（神戸市中央区）、そして篠原 B遺跡（神戸市灘区）の出土品を対象に試料採取を
実施して硫黄同位体比分析を行った。 
 分析の結果、マイナスの値を示す C～Dグループ付近の分析値が散見されたものの、±0.0‰付
近でまとまる Bグループの分析値が目立つ。そのため、日本海側の島根県西部で得られた分析値
に近いという特徴が新たに確認でき、列島西部において瀬戸内海側と日本海側西部で同じ鉱山
に由来する水銀朱が一定程度流通していた可能性が想定できる。 
 
(6)まとめと今後の展望 
今回の分析結果から、縄文時代後・晩期の列島西部日本海側には特定の鉱山から水銀朱が持ち
込まれたのではなく、複数の鉱山に由来する水銀朱が流入していた蓋然性が高いと考えられる。
つまり、鉱山が認められない日本海側では、遠隔地域との交易や交流によって様々な鉱山由来の
水銀朱が流通して消費されていたと考えられ、当時の交流網は予想以上に発達していた可能性
を示唆する。 
今後は、西日本での分析対象を広げるとともに、今回の分析結果をもとに各資料の詳細な考古
学的検討を進め、水銀朱からみた当時の交流網の形成過程や、列島西部における水銀朱の使用の
ルーツについても焦点を当てて総合的な分析を行い、交流の実態に迫る必要がある。 
 
 
 

図３ 辰砂鉱山の分析値と硫黄同位体比分析の結果 
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